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れており，内閣府によると発災後 1 週間後の避難所数は1995年の阪神・淡路大震災では 1138 ヶ
所，2007 年の新潟県中越沖地震では 527ヶ所設置された．東日本大震災では避難所が 2182ヶ所
設置されこれまでの災害の中で最も多くなった 20)．避難所に関する調査研究はこれまでに，避難
所の選択行動 12)，情報通信ネットワーク 5, 17)，要援護者対応や福祉避難所 7, 8, 22, 23)，意識調査 11, 
18, 19)，管理運営 6)，仮設住宅の設置 10) など多く報告されている．個人情報の保護に配慮した避難
者名簿に関しては，内閣府から「2006 年に災害時要援護者の避難支援ガイドライン」21) が示さ

























究大会で発表した “ 避難者情報提供に関する一考察 ”16) に加筆したものである．
2 避 難 者 名 簿 の 取 得




長かったことから 3月22日～5月10日の間で計 9 日のデータを入手した．表 2 に入手した岩手
県の避難者名簿一覧を示す．岩手県は 3月25日～4月8日の間で計 5 日のデータを入手した．表３









3  公 開 さ れ た ３ 県 の 避 難 者 名 簿
　公開された発災より 2 週間経過時点における 3 県の避難者名簿は，退所 / 入所のため重複があ





ルで県の Web ページから公開されていた．項目は①№， ②市町村名， ③避難所名， ④氏名， ⑤年








ページに計 221 の Web ファイルとして公開されていた．表 4に3月24日時点おける岩手県の












目から，6 項目まで存在した．発災後 2 週間経過時点で避難者名簿の項目は統一されておら
ず，避難所の運営に必要となる性別・年齢を含むものは５パターンであった．このような名簿
データ収集段階における混乱は準備の不足によるものと思われ事前準備の重要性を示していた．
　3月25日以降の避難者名簿は県による全体名簿（１シート版）として PDF ファイルと Excel





町村で作成したと思われるフォーマットで公開された．ファイル形式は PDF ファイル， Excel
ファイル（xls 形式）が混在していた．表 3 に示すように 3月29日は 349 ファイルが公開されて



























4  公 開 デ ー タ の テ キ ス ト 化 と デ ー タ ベ ー ス 化
　避難者名簿のデータベースによる公開は 3 県とも実施の対象になっていなかったが， データ
ベース化により効果的な安否確認検索や，個人情報に配慮した限定的な情報公開が可能になる．
そこで，公開された 3 県の避難者名簿を使って県別のデータベース化を試みた．福島県の避難者
名簿データベースは，平成23年3月26日の PDF データ「統合ファイル : hinansyalist0325.pdf」
を使用してデータベース化を行った．データは 61,998 行から構成されていた．岩手県の避難者
データベースは平成23年3月25日のエクセルファイル「統合ファイル : ★ 2303252100_ 全体名
簿（１シート版）.xls」を使用してデータベース化を行った．データは 52,585 行から構成されて
いた．宮城県の避難者名簿データベースは，表 5 に示すように平成23年3月29日に公開されてい





　県全体の避難者は１つの PDF ファイルで公開されていたので列名は統一されていた．Acrobat 











　宮城県の公開されたファイルには，① Excel ファイル，② Excel ファイルから直接作成された
PDF ファイル，③ Excel ファイルをプリントアウトした紙面をスキャンした PDF ファイル，④
手書きの紙面をスキャンした PDF ファイルが混在した．②の場合はテキストデータを取り出せる
が Acrobat X pro を使用しても，フォーマットまで取り出すことはできなかった．③，④の場合
はイメージデータから手入力が必要であった．





















　 避難者名簿データベースは県別に作成した．Web 上で検索できるよう Linux サーバで Postgre
SQL と PHP を使用してデータベースを作成した．データベース作成を卒業論文で指導するため
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